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元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
幕
府
は
金
森
頼
旹

よ
り
と
き

を
出
羽
国
上か

み

ノ
山
に
転
封
し
、

飛
騨
一
円
を
幕
府
直
轄
領
と
し
た
。
そ
れ
以
来
、
明
治
維
新
に
い
た
る
ま
で

の
百
七
十
七
年
に
、
二
十
五
代
の
代
官
・
郡
代
が
江
戸
か
ら
派
遣
さ
れ
、
こ

の
御
役
所
を
現
在
で
は
「
高
山
陣
屋
」
と
称
し
て
い
る
。 

 

飛
騨
代
官
は
関
東
郡
代
の
兼
任
で
始
ま
り
、
そ
の
後
第
四
代
か
ら
専
任
、

第
七
代
か
ら
常
駐
と
な
り
、
第
十
一
代
ま
で
代
官
、
第
十
二
代
か
ら
郡
代
に

昇
格
し
て
い
る
。
こ
の
間
、
飛
騨
一
円
を
揺
が
し
た
明
和
・
安
永
・
天
明
の

大
原
騒
動
も
あ
り
、
数
々
の
歴
史
が
こ
の
陣
屋
で
展
開
し
た
。 

 
 陣

屋
建
物
は
、
享
保
十
年
（
一
七
二
五
）、
文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
と
数

度
に
わ
た
っ
て
改
築
が
な
さ
れ
、
幸
い
に
も
火
災
を
受
け
な
か
っ
た
。
明
治

に
な
る
と
、
主
要
建
物
は
そ
の
ま
ま
地
方
官
庁
と
し
て
使
用
さ
れ
、
昭
和
四

年
（
一
九
二
九
）
に
は
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
。
昭
和
四
十
四
年
（
一
九

六
九
）
十
二
月
、
こ
こ
に
あ
っ
た
飛
騨
県
事
務
所
が
移
転
し
、
元
禄
八
年
（
一

六
九
五
）
か
ら
二
百
七
十
余
年
続
い
た
役
所
の
幕
を
閉
じ
た
。 

 

岐
阜
県
教
育
委
員
会
は
、
文
化
庁
の
指
導
を
受
け
て
昭
和
四
十
五
年
十
月

か
ら
五
十
八
年
十
二
月
ま
で
二
次
に
わ
た
り
、
約
七
億
円
を
費
し
て
復
元
修

理
と
復
旧
事
業
を
、
平
成
元
年
か
ら
は
平
成
七
年
三
月
に
か
け
て
第
三
次
復

元
整
備
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。 

 

建
物
内
部
は
、
玄
関
の
間
が
文
化
十
三
年
改
築
の
ま
ま
で
残
り
、
十
万
石

格
を
示
す
二
間
半
の
大
床
や
、
大
名
も
使
用
を
は
ば
か
っ
た
青
海
波
模
様
が

目
を
引
く
。
式
台
も
駕
篭

か

ご

を
乗
り
つ
け
る
た
め
低
く
し
つ
ら
え
て
あ
り
、
幕

府
の
使
者
等
、
身
分
の
高
い
来
客
専
用
で
あ
っ
た
。
御
役
所
大
広
間
も
非
常

に
体
裁
を
重
ん
じ
た
意
匠
と
な
っ
て
い
る
。
吟
味
所
、
白
洲
は
グ
リ
石
敷
で

屋
根
の
あ
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
事
犯
の
大
半
は
幕
府
の
裁
決
を
仰
い

で
い
た
。 

 

御
蔵
は
、
高
山
城
三
之
丸
に
米
蔵
と
し
て
建
て
ら
れ
て
い
た
の
を
、
元
禄

八
年
（
一
六
九
五
）
現
在
地
に
移
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
軸
部
は
慶
長
年

間
（
一
五
九
六
～
一
六
一
五
）
の
も
の
で
、
良
質
の
ヒ
ノ
キ
が
使
わ
れ
、
仕

上
げ
も
蛤
刃
手
斧
で
あ
り
、
年
代
、
規
模
共
に
全
国
有
数
の
穀
物
土
蔵
で
あ

る
。
壁
面
の
傾
斜
（
四
方
転
び
）
や
通
風
の
隙
間
な
ど
、
飛
騨
匠
の
手
法
が

見
ら
れ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

    


